
災害概要
　原因：ウインチワイヤーの巻き込み　　発生月：１月　　ＦＷ研修：２年目
　年齢：20歳　　受傷部位：右手小指　　傷病名：切断
　作業内容：集材、搬出

発生状況
　トラクターで集材してきた丸太の荷外し中。丸太に絡まったワイヤーを解こうと
していたところ、運転手が誤ってウインチを巻いてしまい、ワイヤーとロッキング
アームの縦ローラに右手小指が挟まれた。

集材、搬出

事例 No.39
ウインチ
ワイヤーの
巻き込み

トラクター集材の荷外しの際、
運転手が誤操作し、荷外し作業
者の指が機械に挟まれた

オペレータによるウインチの引き寄せ・引き戻しの誤操作

ドラムが乱巻き状態で
ワイヤーが絡んでいた

荷かけ者の指示した方向

実際の方向

立木

材



災害事例

原因
　ウインチワイヤーの巻き込み。

再発防止対策
●  確実な合図の徹底。
●  ワイヤー作業や荷外し中は運転を停止する。

合図は分かりやすく統一
（例）寄せ⇔戻し

巻き⇔送り（出し） など
左右は舞台用語の上手⇔下手で
指示すると混乱しない

了解。
下手スイングで巻くよ

〈無線〉オペレータ

下手側スイングで巻いて！
〈無線〉荷かけ者

目視が難しい上げ荷作業などは無線を使用

オペレータ側は指示を復唱するか
合図を送ってから操作すること

作業者同士が合図をして、
コミュニケーションをしっ
かり取りながら作業します

合図をしっかり行う

乱巻き状態で使用すると、ワイヤーどうしが
かんだ個所で回転が反転してしまうため
フリートアングルに注意

ウインチに近接して作業を行わない
荷かけ者の位置・状態を常に把握

ウインチドラムの状態を確認

巻き─了解

ゆっくり巻いて

ワイヤーどうしがドラム内でかんだり絡まったなどトラブルの際に…
ウインチワイヤーの交換作業の際に…
やむを得ず近接作業を行うときはバールなどの手工具を使用すること

エンジンのかかった機械の周りに人がいて作
業しているときは、オペレータは操作レバー、
ボタンから手を離しておくことも大切です

ウインチに接近して作業を行わない




